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ｳ 学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）第 150 条各号のいずれかに該当する

者及び令和８（2026）年３月 31 日までにこれに該当する見込みの者 

ｴ 卒業後、栃木県内において、いちごを経営作物として自営就農する意思を有する者 

 

３３  出出願願手手続続  

(1) 出願期間 

    ○○農農業業生生産産学学部部（（農農業業総総合合学学科科・・畜畜産産学学科科））  

 

試    験    区    分 出       願       期       間 

推 薦 入 学 試 験 令和７（2025）年９月１日(月)～同年９月30日(火) 必着 

 

一般入学試験 

 

前  期 令和７（2025）年11月17日(月)～同年12月12日(金) 必着 

後  期 令和８（2026）年１月22日(木)～同年２月３日(火) 必着 

  

○○農農業業経経営営学学部部（（いいちちごご学学科科））  

試    験    区    分 出       願       期       間 

一般入学試験  

第１回 令和７（2025）年８月１日(金)～同年９月５日(金) 必着 

第２回 令和７（2025）年10月20日(月)～同年11月14日(金) 必着 

第３回 令和８（2026）年１月８日(木)～同年２月３日(火) 必着 

（注) 1 土曜日、日曜日及び祝日は、願書の受付を行いません。 

2  農業生産学部の推薦入学試験及び一般入学試験（前期）の合格者の合計が募集人数に達

した場合は、一般入学試験（後期）を実施しない（もしくは、学科専攻により募集しない）

ことがあります。 

3  農業経営学部（いちご学科）の第１回及び第２回一般入学試験の合格者の合計が募集人

数に達した場合は、第３回一般入学試験を実施しないことがあります。 

 

(2) 出願方法 

 出願者は、出願書類等を学生募集要項に添付の封筒にて直接持参するか、又は郵送してくだ

さい。なお、郵送による場合は特定記録等の授受の記録が残る配達手段にて送付してください。 

(3) 入学試験料 

４４，，４４００００円円  

ｱ 入学試験料は、栃木県収入証紙、校内受付窓口に設置した POS レジの電子決済機能又は

栃木県電子申請システムによる電子納付機能により納付してください。 

ｲ 栃木県収入証紙（国の収入印紙ではありません）については、入学願書の所定の欄に貼

ってください。栃木県収入証紙は、県庁又は地方庁舎の生協売店、ファミリーマート、

ローソン等で販売しておりますが、取扱いのない店舗がありますので、詳しくは県のホ

ームページで御確認ください。（https://www.pref.tochigi.lg.jp/i02/kaikeika.html 

又は「栃木県 収入証紙販売所一覧」で検索） 
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【【別別表表】】各各学学科科のの主主なな履履修修内内容容 

学部 学科 専  攻 主 な 履 修 内 容 

農業 

生産 

学部 

農業 

総合 

学科 

 

作  物 
土地利用型作物（水稲･麦等）についての生理･生態的特性や栽培環境を

理解し、栽培技術及び経営管理のための知識・技術を修得します。 

露地野菜 
土地利用型作物（露地野菜等）についての生理･生態的特性や栽培環境を

理解し、栽培技術及び経営管理のための知識・技術を修得します。 

施設野菜 
施設野菜（いちご・トマト等）についての生理・生態的特性や栽培環境

を理解し、栽培技術及び経営管理のための知識・技術を修得します。 

花  き 

花き（シクラメン・ポインセチア等の鉢物、きく、カーネーション、ゆ

り、トルコキキョウ等の切り花）についての生理・生態的特性や栽培環

境を理解し、栽培技術及び経営管理のための知識・技術を修得します。 

果  樹 
果樹（なし・ぶどう・りんご等）についての生理・生態的特性や栽培環

境を理解し、栽培技術及び経営管理のための知識・技術を修得します。 

畜産 

学科 
－ 

酪農・肉用牛経営に必要な家畜飼養管理・繁殖・搾乳･肥育・飼料作物栽

培などに関する専門的知識･技術及び経営管理のための知識・技術を修得

します。 

農業 

経営 

学部 

いちご 

学 科 
－ 

いちごについて、自ら学び知識を深めるゼミ形式の授業等により、最新

の栽培知識や生産現場での実践技術、高度な経営管理手法を習得すると

ともに、就農に向けた就農計画の作成を行います。 

各学科共通 

⚫ ＧＡＰ(農業生産工程管理)についての知識・実践力を修得します。 

⚫ 水稲の生理・生態や栽培に適した環境を理解し、水稲栽培及び経営の知識を基

礎から修得します。 

⚫ 作物の生産性を考慮した土壌及び肥料の知識を修得します。 

⚫ 食品の安全性や農畜産物の加工法・保存法などの知識を修得します。 

⚫ 農畜産物のマーケティング等に関する知識を修得します。 

⚫ 農業機械の安全効率利用に関する知識・技術を修得します。 

⚫ 自ら生産した農畜産物を加工まで一貫させ、６次産業化に対応できるための知

識･技術を修得します。 
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ⅡⅡ  出出願願書書類類等等記記入入上上のの注注意意 

１１  入入  学学  願願  書書  
農業生産学部のみ学科・専攻の志望を記入すること。異なる学部を同時に志望することは

できません。 

２２  志志望望動動機機・・将将来来のの目目標標及及びび農農業業経経営営概概況況等等調調書書  ((農農業業生生産産学学部部))  
（１）志望動機及び将来の目標 

   志望（入学）の動機や将来（卒業後）の目標について、具体的かつ詳細に記載すること。 

（２）農業経営状況概況（非農家の場合は記入不要） 

○経営規模・施設等 

   面積の単位を誤りのないよう注意すること。 

     （参考） 10ａ―――１反歩   1,000㎡―――10ａ 

             １ha―――１町歩      100a―――１ha 

                      3.3㎡―――１坪 

 

   主な栽培作物名を記入すること。 

○飼養家畜 

   飼養頭羽数は年間の平均飼養頭羽数を記入すること。 

○経営の特色 

   現在取り組んでいる内容を具体的に記入すること。 

   また、専業・兼業の記載をすること。 

３３  志志望望動動機機・・就就農農計計画画等等調調書書（（農農業業経経営営学学部部））  
各項目にはすべて内容を記載し、空欄はつくらないこと。  

（１）志望動機及び農業経営等の構想 

   審査等の参考にするので、志望（入学）の動機や将来（卒業後）の構想について、具体

的かつ詳細に記載すること（400字～800字程度） 

（２）経営規模・農地施設の取得状況等 

   面積の単位を誤りのないよう注意すること。（上記２-（２）の単位 参考） 

   農地・施設がない場合でも、今後の見込みや希望を必ず記載すること。 

（３）生活資金の確保 

   研修期間中の生活資金の確保状況について、有無を記載すること。 

４４  推推  薦薦  書書  
  推薦理由の記入については、ただ単に「まじめである」「よく活動する」というような概評

的、抽象的な記入でなく、より具体的に事実に基づき記入してください。 

  農業に従事する意志については、大学校卒業後、栃木県内で農業に従事する（雇用就農を

含む）意志が本人にあるかどうかについて、志望動機・将来の目標及び農業経営概況等調書

の内容も踏まえて、できるだけ具体的に記入してください。 
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ⅢⅢ  出出 願願 書書 類類  （（別別紙紙））  

  
１１  入入学学願願書書  

２２  受受験験票票  

３３  志志望望動動機機・・将将来来のの目目標標及及びび農農業業経経営営概概況況等等調調書書  

    ((農農業業生生産産学学部部))  

４４  志志望望動動機機・・就就農農計計画画等等調調書書    ((農農業業経経営営学学部部))  

５５  推推 薦薦 書書  

６６  入入学学願願書書等等送送付付用用封封筒筒  

７７  受受験験票票返返送送用用封封筒筒  

８８  試試験験結結果果送送付付用用封封筒筒  
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